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信号機設置の要望 ＴＰＰ不参加の意見書

全国都道府県議会議員交流会・研修会

東北中央自動車道建設促進大会

県議会議長と共に民主党松浦副本部長へ陳情（国会内にて）

今年飛躍的に生産が伸びたネギの収穫（JA山形もがみ）

県ＪＡ集会にて

吉村知事に地域住民の願いをお届けしました

　山形県の高速道路整備率は全国で４６位で

す。ちなみに県議会議員の報酬は、最下位の

４７位となっています。１１月、全国都道府

県議会議員交流会そして東北中央自動車道路

建設促進大会があり上京し、民主党、国土交

通省へと陳情活動を行いました。

　県内の高速道路は秋田県、福島県、新潟県

との県境はいずれも未開通となっており、物

　大蔵村では今年度から小学校が１つに、中

学校が１つへと統合されバス通学が始まって

おります。また学校のそばを新しく改良され

た国道４５８号が走り通学時間帯は事故が起

きないか心配な状況にあります。

　そのような事を踏まえ、地域住民の方々が

信号設置の署名活動を始められ約８００名の

方に賛同していただきました。

　さっそく、吉村知事、警察本部へ児童生徒

の交通安全確保に向けた住民の気持ちをお伝

えし、一刻も早い実現を要望してまいりまし

た。

　議会は、県の意思決定という重要な役割を

担っておりますが、そこに至る議会の活動の

多くは、議員一人一人による民意を集約する

ための地域での地道な活動に支えられている

ものであって、組織も予算も潤沢な知事等と

比較すると、議会の活動は県民から見えづら

いという現状があります。議会として、議会

人として、私たち議員一人一人がみずからの

役割を再認識し、積極的に自己改革を進める

ことが肝要であり、また、県民にわかりやす

い議会や議員の活動を明示すためにも、地方

分権時代にふさわしい新たな県議会のあり方

を勉強しています。

　１１月２５日に開会された臨時県議会にお

いてＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）

に参加しない事を求める旨の意見書が全会一

致で採択され、国、関係省庁に提出されまし

た。

　政府のこれまでの政策立案過程を見てみる

と例えば消費税率の引き上げ、今回のＴＰＰ

参加への発言等全くと言っていいほど突然で

与党内でさえ議論がなされてなく、思いつき

の「実験政治」に見えてなりません。

　ある政治評論家が民主党政権の迷走が国民

に日本はこれからどうなってしまうのか、日

本は危ういのではないか？という気持ちを芽

生えさせてしまったと語っています。

　日本の農業と国際貿易を両立させる法律・

政策を国会は責任を持って立案すべきです。
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流の弱さが企業誘致の「壁」とも指摘されて

います。そのような中、来年度に向けた国土

交通省予算案に、県境未開通部分、いわゆる

「ミッシングリンク」を解消する予算案が初

めて計上されました。何回となく繰り返した

要望が一歩前進です。財務省との折衝が年末

にありますが今後も県民方々のバックアップ、

お願いいたします。
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